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2007年慶大卒。総合病院国保旭中央病院，
慶大医学部呼吸器内科を経て，18年から米国
国立衛生研究所に留学。21年 4月より現職。
新型コロナウイルスから社会を守る時限的な緊急
プロジェクト「コロナ制圧タスクフォース」のメン
バー。同研究チームにて，COVID︲19の重症化
にかかわる遺伝子（DOCK2）の同定に成功する。
JSTさきがけ研究員（兼任）としてネクストパンデ
ミックの研究体制基盤構築に取り組む。

今後の感染症医の可能性を伝えていき
たいです。
南宮　次世代の教育は重要ですよね。
私も将来的には，基礎研究の成果を医
療現場で実用化することをめざしたト
ランスレーショナルリサーチに，自施
設に限らず日本中の若手を起用して，
海外で OJTできる機会を創出できた
らと考えています。
斎藤　グローバルヘルスに貢献できる
ポストを大学や病院などさまざまな機
関で確保しておくことも重要ではない
でしょうか。臨床医・感染症医の活躍
の場がこれだけ広がっているにもかか
わらず，海外との共同研究に日本から
参加できるポストは依然として少ない
ままです。
南宮　グローバルヘルスにかかわりた
い医療者は，国立国際医療研究セン
ターといった公的機関での勤務を志す
ことが一般的な従来のキャリアパスで
した。一方で次のパンデミック時に各
機関が連携しやすくするためには，国
際的な視点を有する人材が多様なセク
ターに在籍していることが不可欠で
す。グローバルヘルスに貢献できる医
療者の絶対数を増やしていきたいです。
國井　同感です。今後はもっと多くの

方々にグローバルヘルス分野で活躍し
ていただき，「健康危機から世界を守
ることは日本の臨床現場にとってもメ
リットがある」と感じられるようにな
ってほしいです。

次世代の医療者に伝えたい 
タテ・ヨコ・そろばん

國井　将来への対策を立てるには「タ
テ・ヨコ・そろばん」が重要です。タ
テは歴史から学ぶこと，ヨコは海外の
対応から学ぶこと，そろばんはデータ
やエビデンスから学ぶことを意味しま
す。コロナ禍での経験や諸外国の対応
を踏まえて，次のパンデミックまでに
次世代の医療者に伝えたいことがあれ
ば教えてください。
大曲　COVID-19の症状や疫学的特徴
を感染拡大早期にまとめた Chenらの
報告 2）は，その速報性と希少性から世
界中の論文に引用されました。新興感
染症の流行時は，発生早期からの臨床
情報の収集が重要なため，研究開発を
「自分事」としてとらえる医療者が増
えることを期待しています。
斎藤　諸外国と日本の対応を比較した
際に，医療機関や行政，自治体，保健
所，民間企業などさまざまなステーク
ホルダーのつなぎ役となる存在が重要
だと感じました。今後はそうした役割
を担えるポストが増えて，国内の臨床
研究を引っ張ってほしいと思います。
南宮　若い臨床医が積極的に海外との
共同研究に参加して，最先端の知識や
ノウハウを学んで日本に持ち帰ってく
れたらうれしく思います。慣れないう
ちは気後れしてしまうかもしれません
が，共通した研究目標に向かって試行
錯誤することはこの上なく楽しい経験
だと伝えたいです。
國井　コロナ禍から得た教訓や学びを
具体的な提言や行動計画に移して，今
後の臨床試験・研究体制を前進させて
いってもらいたいです。次のパンデミ
ックでは 100日以内にMCMを開発す
る。それを目標に皆で頑張りましょう。
 （了）

「患者中心のがんチーム医療」
をJ-TOPで学ぶ

土屋 雅美　宮城県立がんセンター薬剤部／Japan TeamOncology Program 議長

　医療現場で働いていると，「チーム
医療」という言葉をよく耳にします。
チーム医療にもサイエンスがあり，必
要なスキルセットが存在します。われ
われ J-TOP（Japan TeamOncology Pro-
gram）では，「チーム医療を科学的に
とらえる」ことを一つの命題としてい
ます。具体的にはチームが形成，円熟
し解散するまでのプロセスをタックマ
ンモデル（図）の概念を通じてとらえ
ています。チームとしてのミッション
とビジョン，ゴールを明確にすること
の重要性をワークショップやセミ
ナー，短期留学プログラムなどを通じ
て伝えることで，「患者中心のがんチー
ム医療」が実践できる医療者を育成す
べく，2002年から活動を続けていま
す。 
　本稿では J-TOPのワークショップ
における 3つの特徴を紹介します。
① チーム医療の実践に必要なスキルセッ
トを座学で学び，実践できる
　われわれのワークショップを強く特
徴づける要素です。積極的傾聴の手法
や，心理的安全性が保たれた環境作り，
対立が起こった時のコンフリクトマネ
ジメント（註）の手法などを学び，学
んだスキルを活用してグループワーク
を通して問題解決に取り組みます。
② リーダーシップ教育やキャリア形成に
ついて学ぶことができる
　J-TOPの活動における目玉の一つで
あり，ワークショップを通して個々に
適したリーダーシップスタイルを見い
だします。また，J-TOPではさまざま
な経歴，経験を持った各分野のリー
ダー的存在である先生方が活動してお
り，このような方々から継続的にキャ
リア形成について学ぶこともできます。
③患者参加型である
　J-TOPのワークショップには，毎回
必ずがんサバイバーさんが参加してい

ます。がんに関する教育・研究・臨床
実践プログラムを考えるグループワー
クの際，患者さん自身の視点・考え方
を共有します。これは，医療者が独り
善がりにならないために非常に重要で
あり，患者中心のがんチーム医療を実
践するために必要不可欠だと考えてい
ます。

＊
　J-TOPのワークショップに参加した
方々は，今それぞれの地域や施設でが
ん領域のリーダーとして活躍していま
す。近年では台湾や韓国，フィリピン，
タイ，ベトナムなどからも参加者が集
まるようになり，J-TOPでチーム医療
を学んだのち自国でその普及に貢献し
ています。台湾で T-TOP（Taiwan 
TeamOncology Program）や，ベトナム
で V-TOP（Vietnam TeamOncology Pro-
gram）ワークショップが開催される
など，チームオンコロジーの輪はアジ
ア圏にも広がりつつあります。
　今年度のワークショップは 2024年
1月 28日（オンライン），2月 10～12
日（東京都内）の開催を予定していま
す。ぜひ J-TOPのウェブサイト（

）をチェック
してみてください。
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卒業後，同大病院薬剤部を経て，13年より
現職。18年には米テキサス大 MDアンダー
ソンがんセンターに短期留学した。20年東
北大大学院修了。博士（薬学）。がん専門薬
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註：組織内で意見の対立が起きた時，組織の
活性化や成長機会ととらえ，積極的に問題解
決を図ろうとする取り組み。
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●図　  タックマンモデルの概念図（文献 1をもとに作成）
心理学者のブルース・W・タックマンが 1965年に提唱した成長の段階を表したモデル。チーム
を形成した後，混乱や対立等，さまざまな段階を経ることで高いパフォーマンスを発揮する理想
的な組織へと成長するとされる。

●参考文献
1）Psychol Bull. 1965［PMID：14314073］

医学書院 IDの
登録はお済みですか？ 医学書院 ID 登録

最新の医学界新聞がメルマガで届きます


	3531号1-3面
	3531号4面
	3531号5面
	3531号6-7面
	3531号8面



